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令和５年も残すところ２か月となりました。10月から12月にかけては、修学旅行や、校外学習、

マラソン大会等の行事が目白押しです。子供たちの生き生きと取り組む姿は、学校全体を元気にしま

す。その一方で、例年より早いインフルエンザの流行により、5年生の宿泊体験学習を延期することに

なりました。今後も、インフルエンザだけではなく他の感染症も含め、感染の状況によっては行事等

の計画を見直すことも考えられます。子供たちへの教育的効果が損なわれることがないよう、職員一

同、工夫して取り組んでまいりたいと思います。保護者の皆様におかれましても、引き続きご支援・

ご協力のほどよろしくお願いいたします。

スポーツの秋 マラソン練習開始！
～自分の可能性を信じ、挑戦する心を育てたい～

スポーツの秋。12月６日の校内マラソン大会を目指

して、マラソン練習が始まりました。本年度は、業間と

体育の時間に自分のペースで走る練習をしています。走

った距離でマラソンカードに色を塗り、自分の成果を確

認しながら意欲を高めています。目標を決めて挑戦する

という、前向きな姿勢に感心しています。

中にはマラソンが苦手なお子さんもいるかと思います

が、結果にとらわれず、まずは挑戦することそのものに

意義があると思います。自分でだめだと決めつけず、やってみることで、チャンスを開く可

能性が高まるのではないでしょうか。頑張っている子供たち一人一人を応援したいと思いま

す。ご家庭でも応援をお願いいたします。保護者の皆様からの励ましの言葉が、お子さんの

パワーの源になります。

ありがとうございます！ 10月は、保護者の皆様にご協力頂いた奉仕作業や、
地域主催の行事等が複数行われ、「地域に学び、地域

と共に歩む干潟小学校」を象徴する月となりました。

いつも保護者の皆様を含めた地域の皆様お一人お一人

が、子供たちのより良い成長のために、大人が懸命に

取り組む姿を示してくださることは、大変有り難いこ

とです。このような中、5月に開催された「子どもお

祭り広場」のPTAバザーと、干潟学区自主防災会様か

らサッカーボールとドッジボールを寄贈頂きました。

新しいボールに、子供たちは大喜びです。各学級で大

切に使わせて頂きます。ありがとうございました。
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６年 修学旅行
12、13日に６年生が修学旅行（鎌倉・箱根方面）を

実施しました。一日目の鎌倉では、昼食を挟んで、鎌

倉八幡宮周辺と高徳院周辺で班別行動を行いました。

二日目の箱根では、大涌谷のロープウエイや芦ノ湖の

遊覧船など様々な乗り物を楽しんだり、関所跡周辺を

散策したりしました。互いに協力し、写真を撮ったり、

買い物をしたり、計画的に活動することができました。

修学旅行での一番の感想は、やはり友だちと過ごし

たホテルでの一泊だったようです。夕食や入浴、部屋

での語らいなど、思い出深い時間を過ごすことができ

ました。両日ともに天候に恵まれ、子供たちにとって、忘れられない１ページとなったことでし

ょう。６年の保護者の皆様には、ご準備や当日のお迎え等のご協力、ありがとうございました。

２年 町たんけん
25日、地域の12の事業所様のご協力を得て、2年生が生活

科「町たんけん」の校外学習を行いました。班に分かれて、

２事業所ずつ訪問し、インタビューを中心に見学や体験をし

ました。短い時間でしたが、児童はたくさんの発見をするこ

とができました。また、自分たちが住む地域のことをより良

く知る機会となりました。ご協力いただいた保護者の皆様、

快く受け入れて下さった各事業所の皆様、ありがとうござい

ました。

１年 校外学習
26日、１年生が東庄県民の森へ校外学習に出かけました。

これは、生活科の「秋さがし」の学習の一環で行ったもので

す。天候に恵まれ、広々とした森の中で栗の実やどんぐりを

たくさん拾うことができました。また、お弁当を食べたり、

ボール遊びや鬼ごっこをしたりして楽しく活動する様子が見

られました。保護者の皆様には、準備等でご協力いただきあ

りがとうございました。

６年 音楽会
27日、6年生が旭市小学校音楽会へ参加しました。４年ぶり

に観客を入れ対面で開催された音楽会では、市内15校の小学

校が日頃の音楽の学習等で積み重ねた成果を、歌や楽器演奏、

ボディパーカッション等で披露しました。干潟小は6年生によ

る二部合唱で『君をのせて』と『U＆I』の２曲を発表し、東総

文化会館大ホールに力強く澄んだ歌声を響かせました。会の終

わりでは、『音楽のおくりもの』を参加者全員で合唱し、音楽

の楽しさと素晴らしさを共有することができました。
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